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2,786 4,012 6,920 12,938
知的障害 1,104 1,353 2,930 4,420
























































































































































































































































学 習 状 況 　子どもの状態
未 学 習 ・できない　・どうしてよいか分からない
不 足 学 習 ・まだうまくできない　・ときどきしかできない
誤 学 習 ・以前に（偶然）うまくいった　・今身に付いている方法




注 目 ・注目やかかわりを得ている。 「見て！見て！」，「かまって」
逃 避 ・嫌なことから逃れている。 「嫌だ」，「したくない」
要 求 ・ほしい，やりたいことを得ている。 「ほしい」，「やりたい」
感 覚 ・感覚を得ている。 「気持ちいい」
（５）授業の振り返りと自己評価
・「できた」「かかわれた」「楽しかった」「今度もやりたい」「私に任せて」「友達にも見てもらい
たい」「家族に伝えたい」と実感できる多面的・多角的な評価
・「頑張ったところ」「工夫したところ」「気付いたところ」が具体的に分かる評価
⇨ 授業終了後に現れる子どもの姿を具体的に想定する。
（６）児童生徒の学習評価と授業改善
　ア　児童生徒の学習評価
・例えば，次の３つの柱に沿った指導目標に対する評価を行う。
「知識・技能」：何を知ったか，何ができるようになったか
「思考力・表現力・判断力」：知っていること等をどう活かしたか
「学びに向かう力・人間性」：意欲，どのように人とかかわろうとしたか
・児童生徒のよい点や可能性，進歩の状況などを積極的に評価し，学習したことの意義や価値を
実感できるようにする。
・各教科等の目標の実現に向けた学習状況を把握する観点から，単元や題材などの内容や時間の
まとまりを見通しながら評価の場面や方法を工夫する。
・学習の過程や成果を評価し，指導の改善や学習意欲の向上を図り，資質・能力の育成に生かす。
・資質・能力のバランスのとれた学習評価を行うために，指導と評価を一体化する。
　イ　授業改善のための評価
・児童生徒の指導目標や活動状況等から，指導目標や指導内容の妥当性，指導者のかかわり方，
手立て，環境設定，教材教具などの評価を行い，次の授業の改善を図る。
Ｃ １　児童生徒の単元・題材における評価
・個別の指導計画に基づき，毎時間の授業ごとの評価を積み重ねて評価を行う。
・単元や題材の指導計画に基づき，目標の達成状況，身に付けたい力，単元や題材内での変容等
について評価するとともに，ルーブリック評価とも照らし合わせながら児童生徒の成長の様子
を総合的に評価する。
２　単元や題材等の評価
・児童生徒の学習状況，目標の達成状況などから評価を行う。
・単元内で取り扱った各教科等の内容の妥当性を評価する。
・各授業における指導内容の一貫性・系統性・連続性・関係性などの視点から，単元の展開や組
み立て，単元等の全体構成の妥当性を評価する。
・教科の横断的な構成になっているかを評価する。
・言語活動の充実度，今日的な課題の取り扱い度などを評価する。
・次の単元の修正等を検討する。
３　教育課程としての評価
・各教科等の取扱や振り分けの妥当性について評価する。
・単元構成や項目，単元目標，単元の配当時間数について評価する。
・教育課程の実施における修正点等を検討する。
29
Ａ １　授業の改善充実
２　各教科等の年間指導計画等の見直し
３　教育課程の改善充実
４　指導要素表，指導系統表などの見直し
５　育成を目指す資質・能力の見直し
６　育成を目指す子どもの姿などの見直し
７　学校のあるべき姿などの見直し
５　おわりに
　授業は，学校教育の中心的活動であり，その活動を充実させるために学校経営を進めている
と言っても過言ではない。そのため，教育課程の編成，実施，評価においては，カリキュラム・
マネジメント機能を明確にし，より良い授業づくりに向けたシステムをしっかりと位置付ける
必要がある。
　より良い授業づくりに向けた取組として，表２に例示的に示したが，ポイントは，「興味・
関心がもてる授業づくり」，「やることが分かり自ら活動できる授業づくり」，「選択，試行錯誤，
対話，工夫のできる授業づくり」，「自己評価や学びを振り返られる授業づくり」と考えること
ができる。
　今後，各学校の授業公開や研究会などにおいて，授業研究などを進める中で，よりよい授業
づくりが多くの学校で展開され，子ども達が自立と社会参加を目指し，よりよく成長していく
ことを期待するものである。
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